
 

 

 

 

 

 

 

梅雨の時期に思うこと 

校長  太 田  隆 夫 

 

平年より８日、昨年よりも１３日早く５月２９日に中国地方の梅雨入りが発表されました。それまで枯れたように

見えていた学校の紫陽花がみるみる色鮮やかになり、こんなに急に変わるものだったかと少し驚きをもって見ていま

した。また、梅雨入り直後の６月初めには台風の影響もあり、太平洋側を中心に大雨が降りました。鳥取市北部に大

雨警報は発令されなかったものの、ＪＲが運休した影響で通学に困られたご家庭もあったことでしょう。そのあと、

６月下旬までに最高気温が３０度を超える日もあり、例年７月中旬頃になる梅雨明けまで大雨とともに蒸し暑さでお

子さんが体調を崩されないように注意していただければと思います。 

 さて、梅雨の季節ということで、もう少し雨にまつわる話を続けます。一口に雨といっても、降る季節や降り方の

違いを表す言葉（日本語）は結構たくさんあります。インターネットで調べると１００種類以上あると書いているサ

イトがありました。まず、降る季節による表現としては、紅雨、青雨（緑雨）、麦雨（梅雨と同義）、秋霖（秋雨）、氷

雨などがあります。漢字から時期がおおよそわかりますが、紅雨は春の花が咲いている時期に降る雨を指すそうです

（今回調べて初めて知りました）。一方、降り方の違いを表すものとしては、なじみが薄いものを含めて小糠雨、霧雨、

驟雨、飛雨、宿雨、鬼雨などがあります（それぞれどのような状態を表しているかは割愛します）。他にも雨を表す言

葉はたくさんあり、稲作を中心とする農耕生活とのかかわりや、日本人の自然に対する繊細な感覚といったもので説

明されることがあります。これらに加えて、

日本各地で古来より悩まされてきた川の氾

濫などの水害や土砂災害に対する警戒感、

それらを引き起こす自然への畏怖を反映し

ていると思われます。 

 ６月上旬のある日、１５名ほどの４年生

が校長室へ来て、土砂災害に関する質問を

受けました。どんな種類の土砂災害がある

か、それらの災害が発生しやすい場所（地

質）はあるか、どんな対策があるか、など本質的な質問が出て、それらに対して回答しました。あとで４年生の担任に

尋ねしたところ、理科で水と土の災害を学習しているとのことでした。今後、自分たちが生活している地域での災害・

防災について学ぶ機会もあるようです。私が小学生であったとき（約５０年前）には、災害や防災に関する内容を授

業で習った記憶はありませんが、今の子供たちはしっかり学習していることを実感しました。将来にわたって災害に

あわないことが望ましいですが、いざというときに自分の身を守れるよう、今後も学びを深めてもらいたいと思いま

す。 

 

 

5月下旬から6月にかけて各学年がいろいろな行事を行いました。その中の一部を紹介します。 

＊＊＊ プールそうじ ＊＊＊ 

いよいよプールの季節となりました。6月中旬に各学年の子供たちは約1年ぶりの

水泳学習に向けてプールを掃除しました。低学年はプールの周りの草取り、中学年は

プールサイドの掃除や側溝に詰まった落ち葉などをキレイにしました。高学年は大プ

ールと小プールの1年間で溜まった藻や泥などを取り除き、壁面をしっかりと磨き上

げました。 

水泳学習の時期は約1カ月ですが、自分自身で学びの環境を整えることで子供たち

は学習を自分事として捉え、意欲をもって学びに向かうことができると考えます。学

びに対して受け身ではなく、主体的に学習にむかう態度を育てていきたいと思います。 
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６年 旅の学校 

6月7日（水）～9日（金）の2泊3日の「旅の学校」では、山陰の世界遺産や史

跡を訪れることで、6 年生の歴史学習への理解を深めること、山陰地域に愛着をも

つこと、集団での生活力を養うことなど、子供たちそれぞれが自身の成長を目的に

学びを進めました。出雲大社、石見銀山、松江城など日本を代表する史跡を歩き、

歴史上の人物の姿や考えたことを想像したり、友達と一緒に話をしながら旅行をす

る楽しさを感じたりした2泊3日の行程でした。 

 

 

 

 

 本校では、基本的に毎週月曜日を「研究日」として、教職員がそれぞれ専門の教科・領域につ

いてテーマを設定し研究を行っていきます。大学附属小学校という特色を生かして、鳥取大学の

先生を中心に共同研究者という形で、協力して各教科・領域で専門的な研究を進めています。ま

たテーマ別の研究の他にも、子供たちの指導に必要な研修を適宜行って指導力を高めています。 

主に以下に挙げるような内容を計画的に進めています。 

・校内授業研究会    ・共同研究者との研究の打ち合わせ    ・教科グループでの話合い 

・個人研究       ・職員全体研修 

 

令和５年度 研究教員紹介 

 

校内授業研究会 

 6月5日に教職員1人1人が今年度の研究テーマや研究の計画についてプレゼ

ンテーションしました。目的・方法・検証について各教科・領域で１年間取り組

んでいく研究の内容を確認し、研究の質を高めていきます。その後に校内で研究

授業を14回実施し、研究会を繰り返し行うことで、さらに授業の質を高めてい

きます。 

 

研究発表大会について 

 本年度の研究発表大会は、令和５年１１月１日（水）に開催いたします。研究

発表大会は1年間の研究の中間発表の場となります。県内外の多くの先生方に質

の高い授業の情報発信をしていきます。 

 

研究教科 

領域 
研究教員 共同研究者 

研究教科 

領域 
研究教員 共同研究者 

国 語 綱本 圭祐 小笠原 拓 音 楽 谷口 峻音 鈴木 慎一朗 

書 写 繁内 靖彦 住川 英明 図 工 
田中 雅子 

堀 愛 

佐藤 真菜 

武田 信吾 

社 会 尾﨑 隆宏 小山 富見男 体育 小林 祐介 関 耕二 

算 数 
大杉 晃範 

前田 明彦 
溝口 達也 外国語 

横山 由佳 

津川 麻美 
青山 聡 

理 科 梅田 聡 泉 直志    

生 活 
西尾 牧子 溝口 達也 

 
山本 紗弓 塩野谷 斉 

学校の様子 


